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2 前期 金曜･２時限 （20・23カリ対象科目）法：2年

経法第１講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法20ｶﾘ

経済学または法学が積み上げてきた知識と思考に基づく判断を 本授業は、初めて民事手続法に接する学部生を対象とし、民事
基礎力として身につけ，それを発揮できる力を身につける。 訴訟手続の基本的な構造と主要な原理原則を理解することを目

的とします。
⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･総合法律, 経法23ｶﾘ･総合法律, 経法20ｶﾘ･総合法律

法学の専門領域の基礎能力として，リーガルマインドを備え， 本授業は、法学の専門領域における基礎能力としてのリーガル
現代社会の諸問題を法的に解決していく上で必要な法学体系の マインドを涵養するとともに、現代社会の諸問題を法的に解決
基礎専門知識を身につける。 するために必要となる民事訴訟法に関する基礎的な法概念・理

論・判例を理解し、これらを体系的に説明できる能力を身につ
けることを目的とします。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 民事訴訟法の全体像を把握するため、毎回の授業で基本概念と手続の流れを整理したレジュメを配布し
ます。授業では、基本書の該当箇所を参照しながら、主要判例を題材に議論を行い、理論と実務を結び
付けて理解を深めます。予習・復習を通じて、自ら条文や判例を調べ、論点を整理する主体的学習を重
視します。

(5)授業計画 第01回　民事訴訟法の概要・ガイダンス
第02回　民事訴訟手続の性格―民事訴訟、民事保全、民事執行、ADR
第03回　訴えの提起（１）―裁判所、管轄
第04回　訴えの提起 （２）―当事者、 処分権主義（1）
第05回　訴えの提起 （３）―訴訟物・請求の趣旨及び原因
第06回　訴えの提起 （４）―訴えの利益・訴えの種類
第07回　訴訟手続（１）―口頭弁論・弁論主義
第08回　訴訟手続（２）―証明・証拠調べ 
第09回　訴訟手続（３）―訴訟指揮・心証の形成
第10回　小テスト（基本概念の中間整理として、約20問の確認テストを行う）
第11回　訴訟の終了（１）―判決と処分権主義（2）
第12回　訴訟の終了（２）―判決の効力・ 既判力
第13回　訴訟の終了（３）―裁判によらない訴訟の終結
第14回　不服申立て―上訴審
第15回　民事訴訟法総括・質疑応答、授業アンケートの実施
期末試験

(6)成績評価の方
法

期末試験（80%）と?テスト(20%) で、100点満点につき，90-100は秀（Ｓ），80-89は優（Ａ），70-79は
良（Ｂ），
60-69は可（Ｃ），59以下は不可との基準により評価します。

(7)成績評価の基
準

判例集（下記「民事訴訟法判例百選」）程度に要約された未知の事案に対して、授業で学んだ適切な道
具立てを用いた事案の明快な分析に基づき、ルールを適切に適用して説得力をもって適切かつ合理的な
解決に導く能力を示すことができれば「卓越している」、適切かつ合理的な解決を示すことができれば
「かなり上にある」。授業で学んだ適切な道具立てを用いて事案を分析し、合理的な解決を?すことがで
きれば「やや上にある」、破たんのない解決を示すことができれば「水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

各回の講義に先立ち、教科書等により当該範囲を予習してください。さらに、講義終了後には復習を行
い、授業内容の理解を深め、学んだ内容を確実に身につけるよう努めてください。

(9)履修上の注意 六法は必ず持参してください。なるべく最新年度の六法をお願いします。
民事訴訟法は手続法ですので、実体法の理解ができていないと理解が難しいところがあります。講義だ
けでは理解が深まらない点もあると思いますので、進んで、自主学習を行うようにしてください。

(10)質問,相談へ
の対応

授業内容に関する質問やご相談は、授業終了後に直接お受けするほか、メールでも対応いたします。

【教科書】 山本弘・長谷部由起子・松下淳一著、林昭一補訂 『民事訴訟法（第４版）』 有斐閣（２０２３年）
上原敏夫・池田辰夫・山本和彦著『民事訴訟法（第８版）』 有斐閣（２０２５年）
三木浩一・ 笠井正俊・垣内秀介・菱田雄郷著『民事訴訟法（第４版）』有斐閣（２０２３年）
上記の以外の民事訴訟法基本書を選択しても大丈夫です。レジュメを参考に基本書の予習・復習を通じ
て民事訴訟法の理解を深めてください。

【参考書】 ①最新年度の六法
②高田裕成ほか 『民事訴訟法判例百選（第６版）』有斐閣 （２０２３ 年）


